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聴衆を美声でいやした「ハーモニーししりこ」

▼

▼平成21年度北秋田市文化功労賞と奨励賞受賞者のみなさん

▼かわいいお色気で会場を魅了した「森吉ダンスキッズ」

▼全員の息がピタリと合った「合川３Ｂ体操」

▼

美しさと力強さにあふれた書の数々「森書会」

▼ちょっとした手書きの絵を添えるだけで

　手紙の魅力がアップします「絵手紙の会」
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市
文
化
会
館
で
の
開
会
式
で
は
、
は
じ
め
に
平
成
21
年
度
北
秋
田

市
芸
術
文
化
功
労
者
表
彰
式
と
奨
励
賞
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

文
化
功
労
者
表
彰
は
、
長
年
に
わ
た
り
市
の
芸
術
文
化
の
振
興
に
貢

献
さ
れ
た
方
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
今
年
度
は
、
民
謡
の
高
橋
鉄
五

郎
さ
ん
な
ど
４
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。  

　
ま
た
、
奨
励
賞
は
優
れ
た
芸
術
作
品
な
ど
を
創
作
さ
れ
た
方
な
ど

に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
桜
庭
勇
二
郎
さ
ん
ら
３
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
表
彰
で
は
、
津
谷
市
長
が
一
人
ひ
と
り
に
賞
状
と
記
念
品
を
手
わ

た
し
た
後
、
受
賞
の
栄
誉
を
称
え
、「
合
併
後
の
文
化
祭
は
、
４
地
区

が
相
互
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
成
果
を
紹
介
で
き
る
大
き
な
機
会
と

な
っ
て
い
る
。
受
賞
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
康
に
留
意
さ
れ
、
ま
す

ま
す
精
進
し
て
ほ
し
い
」と
期
待
の
言
葉
を
寄
せ
ま
し
た
。  

　
こ
の
後
、受
賞
者
を
代
表
し
て
文
化
功
労
者
の
高
橋
鉄
五
郎
さ
ん
が
、

「
受
賞
に
は
た
い
へ
ん
驚
い
た
。
今
後
も
努
力
を
重
ね
、
多
少
な
り
と

も
市
民
の
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
開
会
式
の
後
、
記
念
公
演
と
し
て
日
本
の
古
典
芸
能
の
一
つ
「
能

仕
舞
」
が
米
内
沢
宝
生
会
に
よ
っ
て
披
露
さ
れ
、
仕
舞
と
謡
で
格
調

高
く
二
日
間
の
幕
を
開
け
ま
し
た
。 

　
発
表
で
は
、
筝
曲
や
日
舞
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
バ
レ
エ
、
民
謡

や
大
正
琴
な
ど
各
団
体
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
鑑
賞
に
訪

れ
た
市
民
ら
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
展
示
会
場
の
森
吉
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
公
民
館
講
座

や
自
主
活
動
な
ど
で
制
作
し
た
絵
画
や
写
真
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
陶

芸
、
切
り
絵
な
ど
の
作
品
、
小
中
学
生
の
絵
画
、
書
道
作
品
な
ど
が

展
示
さ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
が
じ
っ
く
り
と
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
21
年
度
度
北
秋
田
市
芸
術
文
化
功
労
賞
、
奨
励
賞
の
受
賞
者
は
次

の
通
り
で
す
。 

■
芸
術
文
化
功
労
賞
受
賞
者 

▽
高
橋
鉄
五
郎
さ
ん
（
本
城
字
御
嶽
）
▽
佐
藤
泰
子
さ
ん
（
根
田
字
家

ノ
下
）▽
菊
地
ナ
ツ
さ
ん（
羽
根
山
字
屋
布
岱
）
▽
戸
嶋
弘
文
さ
ん（
坊

沢
字
屋
敷
） 

■
芸
術
文
化
奨
励
賞
受
賞
者 

▽
佐
藤
ス
ゲ
子
さ
ん（
元
町
）▽
鎌
田
幸
蔵
さ
ん（
坊
沢
字
堀
切
）▽
桜

庭
勇
二
郎
さ
ん（
坊
沢
字
屋
敷
） 
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